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主
な
内
容

議会だよりは資源保護のため、再生紙を使用しています。

《
主
な
経
歴
》

　
平
成
11
年
5
月
丸
亀
市
議
会
初
当
選
以
来
、

旧
丸
亀
市
議
２
期
、
丸
亀
市
議
5
期
目
。

　
議
長
並
び
に
副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
こ

と
は
、
誠
に
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
そ
の
重
責

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
物
価
の
高
騰
を

は
じ
め
市
政
の
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
社
会
の
実
現
に
向

け
、
市
民
に
開
か
れ
、
市
民
と
と
も
に
歩
む
市

議
会
を
目
指
し
、
二
元
代
表
制
と
し
て
議
会
の

権
能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
尽
力
す
る

と
と
も
に
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

丸
亀
市
議
会
副
議
長

　
　横
川
重
行

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

《
主
な
経
歴
》

　
平
成
21
年
4
月
丸
亀
市
議
会
初
当
選
以
来
、

丸
亀
市
議
4
期
目
。

丸
亀
市
議
会
議
長

　
　福
部
正
人

高校生が
「丸亀大文化祭」
高校生が
「丸亀大文化祭」
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ＡQ　補足給付に関する国からの交付
金と、給付金と事務費を合わせた
事業費に大きな乖離があるがその
要因は。

　本市では令和５年度の個人住民税を基に給付対
象者を２万2,000人と想定しているが、国は令和
４年度に実施した家計急変世帯への給付実績を基
に１万6,000人と想定しているため、乖離が生じ
ている。

ＡQ　給付条件に示す世帯全員が65
歳以上の世帯の割合は。

　高齢者の火災を防ぐため戸別訪問による当該事
業の周知・啓発、給付・設置を行っているが詳し
い家族構成は把握していない。今後必要であれば
確認する。

補正予算
議案第59号

住宅用火災警報器設置委託料　　 　　　補正額：396万円
65歳以上の住民税非課税世帯における給付・設置申請件数が大きく伸びており、
不足が見込まれることから増額する。

補正予算
議案第59号

生活支援緊急給付金事業（定額減税補足給付分）
補正額：9億7,515万2千円

昨年11月に閣議決定された「デフレ完全脱却のための総合経済対策」に基づく物
価高騰対策のため実施する事業。

令和6年6月定例会を6月4日から6月21日まで開催し、
補正予算をはじめ、各種条例改正などを審議しました。
ここでは主な質問と討論、審議結果などを掲載します。6月定例会

●
４
日

・
議
案
第
59
〜
64
号

＝
提
案
理
由
の
説
明

・
議
案
第
65
号

＝
提
案
理
由
の
説
明
、
討
論
、
採
決

●
６
日

・
議
案
第
59
〜
64
号

＝
質
疑
、
委
員
会
付
託

●
７
日

・
総
務
委
員
会

・
都
市
環
境
委
員
会

●
10
日

・
教
育
民
生
委
員
会

●
13
〜
14
日
、
17
〜
18
日

・
一
般
質
問

●
21
日

・
議
案
第
59
〜
64
号
及
び
請
願
第
２
号

＝
委
員
長
報
告
、
討
論
、
採
決

・
議
案
第
66
〜
68
号

＝
提
案
理
由
の
説
明
、
質
疑
、
討
論
、

採
決



2024.8❺ No.102

議
　
案
　
質
　
疑

委
員
会
審
査

Q　耐震診断補助制度で、市耐震改
修促進計画期間の令和7年度末ま
で用件を拡充し、国の補助金基礎
額上限の13万6,000円まで全額
補助とした理由は。

Q　補助の引き上げ額、対象者など
拡充の内容と適用時期は。

　耐震診断の補助額を現行の９万円から13万6千
円に引き上げ、補助率を10分の10とする。この
拡充は２年間限定である。耐震改修補助は、市県
民税が非課税の世帯を対象に、工事費用100万円
を超える部分について３分の２補助、上限50万円の
上乗せを行う。いずれの補助も今年４月１日に遡
及して適用する。

　まずは耐震診断補助制度を拡充し、市民の耐震
対策のきっかけづくりとするためである。

Ａ

Ａ

補正予算
議案第59号

補正予算
議案第59号

耐震改修促進事業　　　　　　　　　補正額：2,198万円
未耐震住宅へ戸別訪問による啓発や耐震診断補助金の拡充、非課税世帯への耐
震改修補助の増額を行う。

ＡQ　対象世帯の内訳は。 　令和４年度と令和5年度の課税状況を比較し、
非課税世帯約1,000世帯と住民税均等割りのみ課
税世帯約800世帯を合計した約1,800世帯が新た
に給付対象となるが、現在の経済状況を加味して
2,200世帯と想定している。

生活支援緊急給付金事業（新規非課税等世帯及びこども加算分）
補正額：2億7,844万1千円

令和６年度に新たに住民税非課税又は住民税均等割のみ課税となった世帯へ10
万円給付等を行う。

ＡQ　非課税世帯への耐震改修補助制
度は、100万円を超える部分につ
いて市単独の上乗せ補助を行うも
のの、一定の自己負担が生じる。
市耐震改修促進計画に定める目標
値達成に向け自己負担の軽減が必
要ではないか。

　耐震改修の上乗せ補助は個人の財産に対する補
助金という側面もあるため、公平性の観点から一
定の自己負担は必要と考える。費用軽減につなが
る低コスト工法の周知に努め民間住宅の耐震化を
推進したい。
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ＡQ　契約金額に係る物価高騰の影響
の程度は。

　平成29年から30年にかけて建設された城坤コ
ミュニティセンターと比較すると、建築費用は平米
単価で約1.4倍である。

飯山北コミュニティセンター改築工事
株式会社郡家工務店と工事請負仮契約を締結したため、議会の議決を求める。

工事請負契約の
締結

議案第63号

ＡQ　市内に仮置きしている石材を搬
入し積み上げる順番は。最終的な
完成予定費用は。

　城内から最後に搬出し丸亀市漁協周辺に仮置き
している石材から積み上げる予定である。完成予
定は令和10年３月で、工事の総額は約53億円を
見込んでいる。

丸亀城帯曲輪石垣復旧等工事
鹿島建設株式会社四国支店と工事請負仮契約を締結したため、議会の議決を求
める。

工事請負契約の
締結

議案第64号

条例改正
議案第61号

ＡQ　医療的ケア児の受け入れ決定ま
でのプロセスは。協議会のメンバ
ーは。

　保護者からの相談内容の聞き取りと主治医から
の意見書を合わせて申込内容を確認し、学校・保
護者・医師による連携相談後、保護者の承諾をも
って決定となる。メンバーは専門的知見を持つ医
師や元校長、養護教諭などを想定している。

附属機関設置条例の一部改正
医療的ケア児の受け入れ方針やガイドラインの改定等、医療的ケアの実施に関
する全般的な内容を協議する、丸亀市医療的ケア運営協議会を設置するため、
所要の改正を行う。

丸亀城石垣復旧等工事の様子
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請
願
審
査・議
案
一
覧

審
　
議
　
結
　
果

令和６年度丸亀市一般会計補正予算
（第２号）

公平委員会委員選任の同意
令和６年度丸亀市一般会計補正予算
（第３号）
工事請負契約の締結（垂水小学校プ
ール改築工事）
物品の購入（塵芥収集車（２t車級パ
ッカー車）３台）
健康保険証の存続を求める意見書に
関する請願

丸亀市下水道条例の一部改正
丸亀市附属機関設置条例の一部改正
丸亀市少年育成センター条例の一部改正
工事請負契約の締結（丸亀市飯山北
コミュニティセンター改築工事）
工事請負契約の締結（丸亀城帯曲輪
石垣復旧等工事）

令和６年６月定例会で審議された議案

第60号
第61号
第62号

第63号

第64号

第59号 第65号

第66号

第67号

第68号

請　願
第２号

議案番号 件　　　名 議案番号 件　　　名

議 員 名
（　）内は
所属会派

　は賛成、×は反対した者です。なお、◆は議長のため採決には参加していません。

24　
大
前　

誠
治（
志
政
会
）

23　
山
本　

直
久（
亀
城
会
）

22　
横
田　

隼
人（
志
政
会
）

21　
真
鍋　

順
穗（
亀
城
会
）

20　
内
田　

俊
英（
公
明
党
）

19　
福
部　

正
人（
公
明
党
）

18　
多
田　

光
廣（
亀
城
会
）

17　
三
宅　

真
弓（
志
政
会
）

16　
竹
田　

英
司（
亀
城
会
）

15　
大
西　
　

浩（
市
民
ク
ラ
ブ
）

14　
加
藤　

正
員（
市
民
ク
ラ
ブ
）

13　
横
川　

重
行（
市
民
ク
ラ
ブ
）

12　
川
田　

匡
文（
亀
城
会
）

11　
香
川　
　

勝（
志
政
会
）

10　
武
田　

孝
三（
志
政
会
）

９　
廣
田　

勝
也（
志
政
会
）

８　
岡
田　
　

剛（
会
派
無
所
属
）

７　
水
本　

徹
雄（
会
派
無
所
属
）

６　
神
田　

泰
孝（
会
派
無
所
属
）

５　
東　
　

由
美（
志
政
会
）

４　
中
谷
真
裕
美（
会
派
無
所
属
）

３　
角
野　

仁
美（
市
民
ク
ラ
ブ
）

２　
守
家　

英
明（
市
民
ク
ラ
ブ
）

１　
渡
邉　

一
馬（
市
民
ク
ラ
ブ
）

議　案　名

健康保険証の存続
を求める意見書に
関する請願

請　願
第２号

不
採
択

審
議
結
果

××× ×××× ××× ×××××

賛否が分かれた議案等の審議結果賛否が分かれた議案等の審議結果令和６年６月定例会令和６年６月定例会

※上記以外の議案はすべて全会一致で原案を可決しました。

◆

請
願
審
査
結
果

請願第２号
「健康保険証の存続を求める意見書に
　関する請願」
丸亀地区労退職者協議会
丸亀市政を考える会
●請願の趣旨
　他人の情報との紐づけや、医療機関窓口での
通信トラブルが報告されているマイナ保険証に
対する国民の不安が解消されないまま、現行の
健康保険証廃止が決定され、国民皆保険制度の
根幹が揺らごうとしている。
　マイナ保険証の任意取得の原則を明確にし、
国民の不安が払拭されるまで現行の健康保険証
存続を求め、意見書を国に提出するよう要請する。
●審査結果　不採択

■討論
【賛成】　渡邉　一馬
　通信インフラの障害によるトラブルやカード
を持ち歩く紛失リスク、マイナポータルへの不正ロ
グインに関する市民の不安が解消されていない。
【反対】　大前　誠治
　患者本人の薬剤情報や診療情報に基づくより
よい医療が受けられるなど多くのメリットがあ
る。我が国の医療ＤＸを進める上で基盤となる
仕組みであり、現行保険証との併用期間を設け、
安心・確実な保険診療の環境を整備している。
【賛成】　中谷真裕美
　国民の不安が払拭されるまで現行の保険証を
残せば、新たな資格確認書等の交付に係る膨大
な手間と税金は不要である。

議
案
の
概
要
等
は
こ
ち
ら

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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一
　
般
　
質
　
問

ボートレース丸亀と
地域貢献

クーリングシェルターの
指定を

守家英明議員
（市民クラブ）

香川　勝　議員
（志政会）

一般質問

その他の主な質問項目
●教育現場の諸問題●災害対策●再生可能エ
ネルギーに関する条例制定

　
本
年
４
月
施
行
の
改
正
気
候
変
動

適
応
法
に
よ
り
、
市
町
は
暑
さ
か
ら

避
難
す
る
た
め
の
冷
房
の
効
い
た
施
設
、
い

わ
ゆ
る
「
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
」
を
事

前
に
指
定
で
き
、「
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ

ー
ト
」
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
一
般
に
開
放

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
が
、
本
市
の

指
定
状
況
は
。

産
業
生
活
部
長　
指
定
に
は
、
一
定

の
施
設
基
準
に
加
え
、
民
間
施
設
の

場
合
は
協
定
の
締
結
が
必
要
で
あ
る
。
現

在
、
当
該
指
定
施
設
は
な
い
が
市
民
に
身
近

な
公
共
施
設
の
指
定
に
向
け
、
施
設
管
理

を
委
託
し
て
い
る
関
係
団
体
と
早
急
に
調
整

す
る
。

　
加
え
て
、
本
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

す
る
民
間
事
業
者
へ
協
力
を
仰
ぐ
と
と
も

に
、
市
内
事
業
者
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

通
じ
て
施
設
を
募
集
す
る
。
熱
中
症
の
発
症

リ
ス
ク
が
高
い
高
齢
者
等
の
避
難
場
所
と
し

て
の
活
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
民

の
健
康
被
害
を
防
止
す
る
上
で
も
、
早
急
に

対
応
す
る
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●免疫負債●熱中症対策

　
8
月
末
か
ら
6
年
ぶ
り
に
丸
亀
で

開
催
の
S
G
レ
ー
ス
に
向
け
、
本
定

例
会
で
も
議
場
で
P
R
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
用

し
て
い
る
が
、
売
り
上
げ
目
標
や
意
気
込

み
は
。

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
管
理

者　
フ
ァ
ン
待
望
の
国
内
最
高
峰

S
G
レ
ー
ス
の
開
催
に
よ
り
、
新
規
フ
ァ
ン

を
獲
得
し
、
1
8
0
億
円
程
度
の
売
り
上
げ

を
達
成
出
来
る
よ
う
、
他
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場

と
の
コ
ラ
ボ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
、
関

係
者
一
丸
で
精
力
的
に
活
動
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
一
部
収
益
が
市
の
公
共

施
設
建
設
や
教
育
事
業
等
で
活
用
さ

れ
て
き
た
が
、
今
後
の
地
域
貢
献
へ
の
取
り

組
み
は
。モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
管
理

者　
事
業
収
益
は
、
日
本
財
団
を

通
じ
た
公
益
事
業
や
市
財
政
の
繰
出
金
と
し

て
様
々
な
施
策
に
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、
子
供

の
健
全
な
育
成
と
多
世
代
交
流
の
拠
点
と
し

て
整
備
し
た
グ
ル
ー
ン
ま
る
が
め
、
モ
ー
ヴ

ィ
ま
る
が
め
の
イ
ベ
ン
ト
充
実
を
図
る
な
ど
、

今
後
も
地
域
貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ａ Q

QＡ



2024.8❾ No.102

一
　
般
　
質
　
問

その他の主な質問項目
●広島小中学校を活用した不登校対策●ゼロ
カーボンシティと電動無人芝刈り機

　
消
防
団
員
に
は
出
動
時
に
手
当
が

支
払
わ
れ
て
い
る
が
、
準
公
務
員
と

い
う
立
場
上
受
け
る
様
々
な
制
約
や
、
災
害

時
の
巡
視
や
対
応
が
そ
の
負
担
感
に
見
合
っ

て
お
ら
ず
団
員
不
足
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
他
市
町
の
平
均
報
酬
と
の
比
較

と
報
酬
増
額
に
向
け
た
考
え
は
。

消
防
長　
団
員
報
酬
の
引
き
上
げ

は
、
新
規
加
入
団
員
の
増
加
や
途
中

退
団
者
を
減
ら
す
一
定
の
効
果
は
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
が
、
令
和
3
年
の
報
酬
等
見
直

し
の
通
知
を
踏
ま
え
、
本
市
で
は
令
和
4
年

消防団の待遇改善を

竹田英司議員
（亀城会）

一般質問

か
ら
年
額
報
酬
及
び
出
動
報
酬
を
国
の
示
す

標
準
額
に
増
額
し
て
お
り
、
他
市
と
比
較
し

て
も
遜
色
な
い

状
況
で
あ
る
。

他
市
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く

と
と
も
に
、
消

防
団
員
が
活
動

し
や
す
い
環
境

や
機
器
、
施
設

の
整
備
を
優
先

し
て
進
め
る
。

Ａ Q

人口減少対策

武田孝三議員
（志政会）

その他の主な質問項目
●デマンド交通●総合排水計画

　
市
の
推
計
を
上
回
る
速
度
で
人
口

減
少
が
進
む
中
、
地
域
産
業
の
振
興

や
教
育
・
職
業
訓
練
の
充
実
、
若
者
の
定
住

促
進
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
と
労
働
力

の
定
着
を
促
す
施
策
が
必
要
と
考
え
る
。
人

口
減
少
と
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
策
を
強
化

し
、
持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
す
本
市
施
策

の
展
望
は
。

市
長　
こ
れ
ま
で
給
食
費
無
償
化
や

移
住
支
援
の
充
実
、
観
光
振
興
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
移
住
者
増
加
の
明
る
い
兆

し
は
あ
る
が
、
人
口
減
少
対
策
継
続
の
必
要

性
を
認
識
し
て
い
る
。
一
方
人
口
減
少
の
傾

向
は
長
く
続
く
と
見
込
ま
れ
、
国
が
示
す
施

策
の
方
向
は
「
人
口
が
減
少
し
て
も
暮
ら
し

の
利
便
性
や
快
適
性
を
損
な
わ
な
い
こ
と
」

に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

　
本
市
で
も
デ
ジ
タ
ル
や
多
様
な
人
材
の
新

た
な
力
を
活
用
し
、
積
極
的
な
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
や
、
官
民
連

携
、
地
域
間
連
携
の
推
進
に
よ
り
限
ら
れ
た

リ
ソ
ー
ス
の
中
で
産
業
活
性
化
、
地
域
活
性

化
を
図
り
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
構
築

に
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ａ Q



2024.810 No.102

一
　
般
　
質
　
問

災害ボランティアの充実を市民の食料安全保障確保を

真鍋順穗議員
（亀城会）

大西　浩　議員
（市民クラブ）

一般質問

その他の主な質問項目
●新市民会館の開館に向けて

　
安
定
し
た
食
料
確
保
へ
の
不
安
が

国
内
外
で
高
ま
っ
た
こ
と
を
背
景

に
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
改
正
さ

れ
た
。
良
質
な
食
料
が
「
合
理
的
価
格
」
で

安
定
的
に
市
民
へ
供
給
さ
れ
る
た
め
の
本
市

の
施
策
は
。

市
長　
市
民
の
食
料
安
全
保
障
の
確

保
は
、
秩
序
あ
る
田
園
住
宅
都
市
の

形
成
と
農
業
・
農
村
の
振
興
を
図
る
た
め
の

重
要
な
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

　
食
料
の
合
理
的
な
価
格
と
し
て
、
高
騰
す

る
資
機
材
費
等
を
適
正
に
反
映
さ
せ
る
に

は
、
生
産
者
か
ら
消
費
者
に
至
る
ま
で
全
て

の
関
係
者
の
理
解
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

が
、
国
が
物
価
上
昇
分
を
上
回
る
賃
上
げ
を

目
指
す
方
針
を
打
ち
出
し
た
こ
と
か
ら
、
今

後
農
産
物
を
含
む
物
価
上
昇
が
あ
っ
た
場
合

で
も
、
買
い
や
す
い
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い

く
と
期
待
し
て
い
る
。

　
市
で
も
、国
や
県
、関
係
団
体
と
連
携
し
、

合
理
的
な
価
格
形
成
へ
の
理
解
が
広
が
る
よ

う
、
機
会
を
捉
え
た
周
知
と
関
係
者
全
体
の

合
意
形
成
を
図
る
。

　
　
　
　
　
　

Ａ Q

その他の主な質問項目
●市職員の採用と人員確保

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
評
価

や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
成
長
や
質
の
向
上
に
繋
が
り
、
よ
り

良
い
支
援
体
制
の
構
築
が
期
待
で
き
る
。
地

域
や
組
織
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
充
実
と
長
期
的
な
取
り
組

み
を
求
め
る
た
め
、
持
続
的
な
支
援
体
制
の

構
築
が
必
要
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

市
長　
発
災
直
後
か
ら
親
善
都
市
の

七
尾
市
へ
継
続
的
に
職
員
を
派
遣
し

て
き
た
中
で
、
特
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
活
動
拠
点
機
能
の
重
要
性
を
実
感

し
、
本
市
が
被
災
し
た
場
合
に
備
え
、
セ
ン

タ
ー
運
営
主
体
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
円

滑
な
災
害
支
援
が
実
現
で
き
る
よ
う
体
制
の

構
築
を
進
め
る
。
ま

た
、
持
続
的
な
支
援

体
制
構
築
に
向
け
、

災
害
救
護
活
動
を
行

う
各
団
体
が
役
割
を

果
た
し
、
得
意
分
野

で
最
大
限
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
連
携
の

強
化
に
努
め
る
。

Ａ Q



2024.811 No.102

一
　
般
　
質
　
問

その他の主な質問項目
●綾歌健康づくりふれあいセンター●総合運
動公園施設

　

地
方
自
治
体
が
移
住
者
の
増
加

や
人
口
流
出
防
止
の
た
め
様
々
な

施
策
を
実
施
す
る
中
、
特
に
子
育
て
支
援

の
充
実
が
少
子
化
時
代
を
乗
り
越
え
る
鍵
と

考
え
る
。
そ
こ
で
、
市
民
の
評
価
も
高
い
給

食
費
無
償
化
な
ど
子
育
て
世
代
向
け
の
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
作
成
し
、
全
国

に
発
信
し
て
は
。

市
長　
市
で
は
、
昨
年
度
発
信
の
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
は
じ
め
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
制
作
し
て
き
た

が
、
子
育
て
世
代
を
対
象
と
し
た
動
画
制
作

動画でシティプロモーション

廣田勝也議員
（志政会）

一般質問

は
人
口
減
少
対
策
施
策
の
一
つ
と
し
て
効
果

的
と
考
え
る
。

　
「
子
育
て
に
力
を
入
れ
る
ま
ち
」、「
子
育

て
に
優
し
い
ま
ち
丸
亀
」
の
魅
力
を
様
々
な

角
度
か
ら
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
動
画
を
制
作

し
、
公
式
You
T
u
b
e
だ
け
で
な
く
、
移

住
フ
ェ
ア
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
活
用
し
若
い
世

代
に
向
け
た
広
報
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
市
民
に
も
市
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
も

ら
え
る
よ
う
広
く
周
知
に
努
め
る
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●健康と観光の向上●待機児童解消

　
加
速
す
る
高
齢
化
や
若
者
人
口
減

少
の
抑
制
に
は
、
若
者
が
住
み
や
す

く
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
実
現
や
移
住
者

の
増
加
が
重
要
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
若
者

へ
の
大
規
模
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
意
見

交
換
会
・
若
者
議
会
を
開
催
し
、
直
接
受
け

取
っ
た
若
者
の
声
を
市
政
に
反
映
し
て
は
。

市
長　
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

丸
亀
の
実
現
を
目
指
し
、
小
中
学
校

給
食
費
や
こ
ど
も
医
療
費
の
無
償
化
な
ど
、

若
い
世
代
の
負
担
軽
減
に
資
す
る
多
様
な
取

り
組
み
を
展
開
し
て
き
た
。
来
年
度
策
定
の

若者が暮らしやすい
街づくりを

角野仁美議員
（市民クラブ）

第
三
次
総
合
計
画
に
若
い
世
代
の
意
見
を
反

映
す
る
た
め
、
従
来
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

加
え
、
若
い
世
代
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
意
見
交
換
会
や
議
会
形
式
は
参
加

の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
限
定
的
な
意
見
聴
取

に
な
る
リ
ス
ク
が
あ
る
も
の
の
、
よ
り
深
く

若
者
の
考
え
や
ニ
ー
ズ
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
計
画
の

策
定
段
階
で
気
軽
に
参
加
で
き
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
よ
う
な
意
見
聴
取
の
方
策
を
検
討

す
る
。

Ａ Q



2024.812 No.102

一
　
般
　
質
　
問

若者参加の選挙態勢を有機給食の拡充を

加藤正員議員
（市民クラブ）

内田俊英議員
（公明党）

一般質問

　
令
和
4
年
度
、
県
内
初
の
有
機
給

食
を
提
供
し
て
以
降
、
実
施
回
数
の

増
加
や
、
保
育
所
で
の
実
施
な
ど
取
り
組
み

を
拡
充
し
て
き
た
本
市
で
、
更
な
る
拡
充
が

期
待
さ
れ
る
今
年
度
の
実
施
計
画
は
。

教
育
部
長　
今
年
度
は
年
2
回
の
有

機
給
食
を
継
続
し
て
実
施
し
、
ふ
だ

ん
の
給
食
に
も
可
能
な
範
囲
で
有
機
食
材
を

使
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　

　
生
産
者
の
素
材
供
給
を
有
効
的
に

行
う
た
め
有
機
野
菜
の
供
給
を
随
時

受
け
入
れ
、そ
れ
を
考
慮
し
た
献
立
に
し
て
は
。

教
育
部
長　
現
在
は
、
有
機
食
材

の
活
用
を
一
定
程
度
考
慮
し
た
月

毎
の
献
立
を
作
成
し
、
必
要
な
食
材
を
事
業

者
や
地
産
農
家
、
有
機
農
家
に
発
注
後
、
給

食
実
施
日
ま
で
に
搬
入
を
受
け
て
い
る
。

　
し
か
し
、
有
機
食
材
の
調
達
に
係
る
農
家

の
登
録
は
、
現
時
点
で
４
軒
、
10
品
目
と
限

定
的
で
、
献
立
作
成
時
に
考
慮
で
き
る
内
容

が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き
登
録
件

数
の
増
加
に
努
め
、
有
機
農
産
物
の
種
類
と

量
の
充
実
を
図
る
。

Ａ QQ

Ａ

その他の主な質問項目
●消滅可能性自治体●重層的支援体制

その他の主な質問項目
●公用車の公売●人づくり石垣プロジェクト
●市職員の人材確保と育成●児童手当のギャ
ンブル使用

　
投
票
所
で
子
ど
も
へ
の
記
念
品
贈

呈
や
高
校
生
を
投
票
立
会
人
に
任
命

す
る
な
ど
若
者
の
政
治
参
加
意
識
の
醸
成
の

た
め
全
国
で
様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、

本
市
議
会
で
も
若
者
と
意
見
交
換
会
を
重
ね

て
き
た
。
来
年
の
市
長
・
市
議
選
に
向
け
、

大
型
小
売
店
で
の
期
日
前
投
票
の
準
備
も
進

ん
で
い
る
が
、
投
票
率
の
向
上
ひ
い
て
は
民

主
主
義
を
守
り
育
て
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

総
務
部
長　
選
挙
は
民
主
主
義
の
根

幹
を
な
す
制
度
の
一
つ
と
認
識
し
、

子
ど
も
へ
の
塗
り
絵
う
ち
わ
配
付
や
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
に
よ
り
、
未
来
の
投
票

率
向
上
を
目
指
す
。

　
こ
の
ほ
か
学
生
を
対
象
に
期
日
前
投
票
の

「
学
生
投
票
立
会
人
」
を
引
き
続
き
募
集
す

る
と
と
も
に
、
本
市
「
二
十
歳
の
成
人
式
」

で
の
模
擬
投
票
や
「
投
票
所
V
R
動
画
」
を

市
公
式
You
T
u
b
e
で
公
開
す
る
な
ど
機

会
を
捉
え
啓
発
に
努
め
る
。
ま
た
、
若
者
の

投
票
率
向
上
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
会
を
継

続
し
て
実
施
し
、
未
来
を
担
う
若
者
が
政
治

や
選
挙
に
関
心
を
持
ち
投
票
行
動
に
つ
な
が

る
新
た
な
施
策
を
模
索
し
て
い
く
。

Ａ Q



2024.813 No.102

一
　
般
　
質
　
問

その他の主な質問項目
●ひきこもり支援の現状

　
能
登
半
島
地
震
で
は
、
避
難
生
活

で
特
別
の
配
慮
が
必
要
な
高
齢
者
や

障
が
い
者
、
乳
幼
児
等
の
要
配
慮
者
を
受
け

入
れ
る
福
祉
避
難
所
と
し
て
事
前
に
指
定
し

て
い
た
が
開
設
で
き
な
い
施
設
も
あ
り
、
福

祉
避
難
所
の
不
足
に
よ
る
災
害
関
連
死
が
広

が
る
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
本
市
の
福

祉
避
難
所
に
係
る
課
題
は
。

市
長　
発
災
時
の
施
設
状
況
や
施
設

職
員
の
被
災
状
況
を
早
期
に
確
認
で

き
、
施
設
間
で
協
力
が
可
能
と
な
る
広
域
的

な
連
携
体
制
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重

福祉避難所の課題は

渡邉一馬議員
（市民クラブ）

一般質問

要
な
課
題
で
あ
る
。

　

災
害
時
の
福
祉
避
難
所
運
営
に

は
、
地
域
、
施
設
、
行
政
の
連
携
が

必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
現
在
、
本
市
は
福
祉
避
難

所
と
し
て
計
26
か
所
の
施
設
と
協

定
を
締
結
し
て
い
る
。
災
害
時
遅
滞
な
く
開

設
し
、
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
を
進
め
て
い
る
が
、
ま
ず
は
、
地
域

の
方
へ
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
過
程
で
明
確
に
な

っ
た
運
営
方
法
な
ど
の
周
知
に
取
り
組
む
。

Ａ Q

QＡ

不法投棄情報システム（仮）

神田泰孝議員
（会派無所属）

その他の主な質問項目
●利用しやすい公園●不登校問題●給食の誤
嚥対策●パブリックアート兼フォトスポット

　
本
市
で
も
定
期
的
に
問
題
と
な
る

不
法
投
棄
に
は
、
即
時
通
報
の
仕
組

み
が
即
時
撤
去
と
抑
止
力
向
上
に
有
効
と
考

え
る
。
今
年
度
運
用
開
始
の
道
路
損
傷
情
報

シ
ス
テ
ム
に
追
加
す
る
形
で
L
I
N
E
と
連

動
し
た
不
法
投
棄
情
報
シ
ス
テ
ム（
仮
）を
作

成
し
て
は
。

産
業
生
活
部
長　
本
市
で
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
注
意
喚
起
、
看

板
の
設
置
や
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
不
法
投
棄
の
通
報
が
あ
れ

ば
、
警
察
等
と
連
携
し
て
現
場
を
確
認
し
、

迅
速
な
対
処
と
抑
止
に
努
め
て
お
り
、
件
数

は
減
少
傾
向
で
あ
る
。
通
報
時
、
周
囲
に
目

印
が
な
く
、
場
所
の
特
定
が
困
難
な
事
例
も

多
い
た
め
、
道
路
損
傷
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
正
確
な
場
所
と
投
棄

物
が
分
か
り
、
現
地
確
認
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

る
と
考
え
、

費
用
や
運
用

面
を
担
当
部

署
間
で
連
携

し
て
協
議
、

検
討
す
る
。

Ａ Q

現在運用中の道路損
傷情報システムのご
利用はこちらから
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一
　
般
　
質
　
問

平和の尊さを次世代に誰もが安心してエアコンを
使える支援を

中谷真裕美議員
（会派無所属）

水本徹雄議員
（会派無所属）

一般質問

その他の主な質問項目
●国保40歳未満の健診●若い世代への支援

　
災
害
級
の
猛
暑
へ
危
機
感
を
持
っ

た
対
策
が
急
が
れ
る
。
そ
こ
で
、
エ

ア
コ
ン
の
使
用
は
命
綱
と
も
い
え
る
が
、
未

設
置
の
生
活
保
護
世
帯
数
は
。

健
康
福
祉
部
長　
今
年
5
月
末
現

在
、
97
世
帯
、
全
生
活
保
護
世
帯
の

12
・
2
％
が
エ
ア
コ
ン
未
設
置
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

　
経
済
的
理
由
で
設
置
が
困
難
な
世

帯
へ
の
支
援
は
。
生
活
困
窮
世
帯
へ

エ
ア
コ
ン
購
入
費
や
電
気
代
へ
の
補
助
を
行

う
自
治
体
も
多
々
あ
り
、
本
市
で
も
補
助
の

実
施
を
求
め
る
。

健
康
福
祉
部
長　
エ
ア
コ
ン
購
入

や
電
気
代
の
経
済
的
支
援
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
な
い
。
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
「
あ
す
た
ね
っ
と
」
に
お
け
る
、
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
事
業
や
生
活
福
祉
資
金
の
貸

付
制
度
な
ど
既
存
制
度
の
周
知
を
積
極
的
に

行
う
と
と
も
に
、
生
活
困
窮
者
の
ニ
ー
ズ
を

と
ら
え
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

Ａ QQ

Ａ

その他の主な質問項目
●熱中症対策●垂水橋架け替え●公衆トイレ
の整備●安全な公共工事

　
終
戦
か
ら
79
年
を
迎
え
、
戦
争
の

悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
に

伝
え
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
戦
争
体
験

さ
れ
た
語
り
部
の
話
を
保
存
し
、
小
中
学
校

の
平
和
学
習
や
図
書
館
で
視
聴
が
出
来
る
よ

う
、
市
の
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
事
業
と
丸
亀
市

遺
族
連
合
会
が
連
携
し
「
平
和
の
語
り
部
」

の
D
V
D
を
制
作
、
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
公
室
長　
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
動

画
の
制
作
は
、
市
内
在
住
の
語
り
部

の
方
が
丸
亀
で
も
戦
争
の
影
響
が
あ
り
、
身

近
に
も
戦
争
を
体
験
し
た
人
が
い
る
と
い
う

事
実
を
伝
え
る
こ
と
で
、
一
人
一
人
が
戦
争

と
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
た
重
要
な
事
業
と
捉
え
て
い
る
が
、

戦
争
体
験
を
伝
え
ら
れ
る
方
が
年
々
少
な
く

な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
丸
亀
市
遺
族
連
合
会
の
平
和
の
語

り
部
事
業
は
、
本
市
の
事
業
と
同
様
、
戦
争

体
験
や
平
和
へ
の
思
い
を
伝
え
る
取
り
組
み

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
情
報
共
有
な
ど

の
連
携
を
図
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
や
活
用
等
に

つ
い
て
財
源
を
含
め
て
協
議
、
検
討
す
る
。

Ａ Q
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議
会
の
動
き

議
会
の
ヒ
ト
コ
マ

５月８日　岡山県瀬戸内市
「こどもの遊び場　グルー
ン・モーヴィ」

５月10日　兵庫県加西市
「生活困窮者支援事業」

５月14日　福岡県芦屋町
「ボートレースまるがめの
運営」

５月15日　兵庫県尼崎市
「ボートレースまるがめの
運営」

５月16日　鹿児島県薩摩川内市
「コミュニティによるまち
づくり」

６月５日　福井県坂井市
「丸亀城延寿閣の利活用」

他市の議員、職員が本市の施策を
視察しました。

4月

6月
他市議会の視察受け入れ

5月

　　　　　４日　各派会長会
12日　各派会長会

議会運営委員会
16日　全員協議会

教育民生委員会協議会
広報広聴委員会

18日　各派会長会
議会運営委員会

24日　臨時会
各派会長会
議会運営委員会

25日　各派会長会

　　　　　２日　議会運営委員会
　　　　　７日　総務委員会協議会

広報広聴委員会
24日　議会運営委員会

全員協議会
27日　各派会長会

　　　　　４日　本会議
各派会長会
広報広聴委員会

　　　　　６日　本会議
　　　　　７日　総務委員会

総務委員会協議会
都市環境委員会
都市環境委員会協議会

10日　教育民生委員会
教育民生委員会協議会

13日　本会議
議会運営委員会

14日　本会議
17日　本会議

広報広聴委員会
18日　本会議
20日　市民会館整備特別委員会

議会の動き 4・5・6月

28日　各派会長会
議会運営委員会

21日　本会議
総務委員会協議会
教育民生委員会協議会
各派会長会

議会のヒトコマ

議会を

見に来ませんか

議会を

見に来ませんか

市議会では、原則、本会議や委員会等の会議を公開しています。
会議当日、傍聴受付をすればどなたでも傍聴できます。
傍聴希望の方は、市役所５階議会事務局までお越しください。
傍聴の受付は、会議開始の15分前から先着順で行います。
会議日程は市ホームページや市公式LINEで配信しています。

　８月27日からボ
ートレースまるが
めで開催されるSG
競走「ボートレース
メモリアル」の機
運を高めるため、
21日の本会議では
出席者全員がおそ
ろいのPRポロシャ
ツを着用しました。
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先
日
、
有
機
野
菜
が
入
っ

た
学
校
給
食
の
T
V
報
道
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
T
V
取

材
で「
今
日
の
ニ
ン
ジ
ン
は
、

甘
く
て
お
い
し
か
っ
た
。」
と

笑
顔
で
答
え
て
く
れ
た
子
ど

も
が
印
象
的
で
し
た
。

　
市
の
取
り
組
み
に
対
す
る

市
民
の
反
応
は
、
私
た
ち
議

員
が
大
い
に
関
心
を
持
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
い

う
市
民
の
声
・
反
応
を
も
と

に
市
民
か
ら
負
託
を
受
け
た

議
員
が
議
会
で
質
問
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
内
容
を
掲
載
し

て
い
る
「
議
会
だ
よ
り
」
で

は
、
学
校
給
食
だ
け
で
な

く
、
市
政
の
様
々
な
課
題
に

つ
い
て
、
議
員
の
意
見
、
市

の
考
え
方
な
ど
が
分
か
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
皆
様
か
ら
の
声
を

待
っ
て
い
ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
　
　
　

加
藤
　
正
員

編
　集

　
　
後
記

６月定例会
　
6
月
定
例
会
初
日
、
三
宅
真
弓
議
長
、
香
川
勝
副

議
長
か
ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
挙
の
結
果
、
議
長
に
福
部
正
人
議
員
、
副
議
長

に
横
川
重
行
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
選
挙
結
果

◎
福
部
　
正
人
　
22
票

　
中
谷
真
裕
美
　
2
票

副
議
長
選
挙
結
果

◎
横
川
　
重
行
　
14
票

　
武
田
　
孝
三
　
9
票

　
中
谷
真
裕
美
　
1
票

議
長
に
福
部
正
人

副
議
長
に
横
川
重
行
を
選
出

人
事
案
件

人
事
案
件

　
今
期
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
人
事
案
件
は
次
の

と
お
り
（
敬
称
略
）

▼
公
平
委
員
会
委
員

　
仲
多
度
郡
多
度
津
町
東
浜
　
　
　
石
合
　
由
明

▼
中
讃
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

　（
旧
）
横
川
　
重
行
　
↓
　（
新
）
大
西
　
　
浩

▼
香
川
県
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員

（
旧
）
福
部
　
正
人
　
↓
　（
新
）
内
田
　
俊
英

人
事
案
件

市
民
会
館
整
備
特
別
委
員
会
副
委
員
長
の
変
更

　
横
川
副
議
長
が
副
委
員
長
を
辞
任
し
、
守
家
英

明
議
員
が
副
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
副
委
員
長

　（
旧
）
横
川
　
重
行
　
↓
　（
新
）
守
家
　
英
明

　第100回全国市議会議長会定期総会、第86回四国市
議会議長会定期総会において、各表彰規程に基づき、4名
の議員が表彰状を授与されることとなりましたので、今期
定例会で表彰状を伝達し、その功績をたたえました。

◆全国市議会議長会
《議員在職15年以上》
　　　　　加藤　正員
《議員在職20年以上》
　　　　　横田　隼人
《議員在職25年以上》
　　　　　横川　重行
　　　　　大前　誠治

◆四国市議会議長会
《議員在職20年以上》
　　　　　横田　隼人

永年勤続４名に表彰状を伝達

大前誠治議員 横川重行議員

横田隼人議員 加藤正員議員
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